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 福井大学の工学部の福井です。皆様、４時間を超

える長丁場のシンポジウムでしたが、ご苦労さまで

した。 

 最初、「DX時代の」というタイトルを聞いて、つ

いに DX の時代になったかと思っていたんですが、

講演１で福井大学の廣瀬先生に、福井大学を例に取

って、数理・データサイエンス・AI教育をどうやっ

てやっていくかという具体的な話をしていただきま

した。講演４では、新潟大学の今村先生に、生涯教育、

初等教育等で、要するに地域貢献、いかに DX 時代

を市井にしみわたらせるかという、結構地道ではあ

りますが重要な話を伺ったなというふうに思ってい

ます。 

 一方で、金沢大学の森先生がお話しくださったと

おり、DX についての経産省の定義というのは有名

で、私もこれをずっと考えてきたんですけど、デジ

タル技術を活用することによってビジネスモデルや

人々の生活を根底から変えるということで、自分な

りの解釈だと、とにかく生まれたデータをデジタル

化したら最後までデジタルのままで使うという、要

するにデジタルデータを殺さないで最後まで生かし

ていくことかなと思っています。そのときに DX と

教育というのはどういう関係なのかというのを考え

ながら伺っていたんですが、奥井課長補佐から、文

科省らしからぬ話ですがスキームDについてご説明

いただき、これは教育最大化ということで、生まれ

たデータをどうやって最大化して使おうかというこ

ととか、アイデアをほかでどう使うかとかという話

をしていただいたということで、文科省らしからぬ

話なので、この後どうなるのか楽しみであり、もう

一方で注視していく必要があると思いました。 

 一方で、データをデジタル化していくというのが

やはり DX 時代では大事で、その辺りの話から入っ

ているのが信州大学の新村先生と金沢大学の森先生

でした。デジタル化していって、新村先生はそれで

データが出たときに、どうやって使うかということ

のお話をいただいたのかなと思っていまして、森先

生は、それを時系列で、まさに DX 化の流れを話し

いただいたと思っていて、それを聞いていると、結

局は DX 化の戦略を伺ったのかなと思って聞かせて

いただきました。 

 こういう戦略というのは、我々も何か同じような

ことを考えていたので、なるほどと思いつつ、時系

列でお示ししていただいたので、何年遅れているか

が分かってしまって危機感を抱きましたが、何年遅

れているかは内緒で終わらせていただきたいと思い

ます。 

 最後に、今回のご講演をいただきました先生方、

それから文部科学省の奥井補佐にお礼を申し上げる

とともに、この準備をしていただいた藤垣先生ほか

事務系の方々の皆様に感謝を示しまして、終わりた

いと思います。 

 どうもありがとうございました。 

 


